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問題 (i) A = (A ∩ B) ∪ (A \ B) および (ii) (A ∩ B) ∩ (A \ B) = ∅ が成り立つことを示せ．

（解）(i) A ∩ B ⊂ A，A \ B ⊂ A より (A ∩ B) ∪ (A \ B) ⊂ A である．任意に x ∈ A をとると，x ∈ B

または x /∈ B の何れかが成り立ち，定義より，x ∈ B なら x ∈ A ∩ B であり，x /∈ B なら x ∈ A \ B

である．つまり，A ⊂ (A ∩ B) ∪ (A \ B) である．したがって，A = (A ∩ B) ∪ (A \ B) が成り立つ．(ii)

(A ∩ B) ∩ (A \ B) ̸= ∅ と仮定する．このとき，x ∈ (A ∩ B) ∩ (A \ B) をみたす x をとることができ，

x ∈ A ∩ B かつ x ∈ A \ B が成り立つ．x ∈ A ∩ B より x ∈ B であるが，x ∈ A \ B より x /∈ B となり，

矛盾である．したがって，(A ∩ B) ∩ (A \ B) = ∅ である．
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